
埋設配管下における異物の検出技術の開発

ここでは埋設配管下の異物の有無について検証
を行いました。送受信アンテナを配管内側の管壁
に設置し、配管の片端からもう一方の片端まで管
壁に沿って等間隔に移動させ、マイクロ波の透過
特性を測定しました。右図(a)は配管下に異物がな
い場合のマイクロ波の時間領域応答の結果になり
ます。1 nsあたりで観測された波は送信アンテナ
から受信アンテナまで空気中を伝搬する波の信号
であり、その次に観測された②の波は配管の管壁
に沿って伝搬する波になります。この波は周囲の
土の状態によって信号強度が変化することを確認
しました。右図(b)は配管の下にモルタルブロック
(60 mmの立方体)を設置した場合であり、異物に
よって反射した波が観測されました。これは異物
を設置した位置とよく一致しており、埋設配管下
の異物のイメージングに成功しました。

● マイクロ波を利用した非破壊検査技術を開発
● 埋設配管の管壁外側の異物を検出可能
● 埋設管の検査効率の向上と異物による破損事故の防止に貢献
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地中埋設管は埋設管敷設時に、管壁周辺の岩石やコンクリート片、枕木などの異物を取り除き、粒径が
数mmの砂を敷いて埋設されます。しかし、まれに施工不良等によってこれらの異物が誤って管の周辺に
残されることがあり、これらの異物と強く接触することで管面内に亀裂が生成し、配管が破損する恐れが
あります。配管の破損は道路の陥没など重大な事故につながることから、このような事故を未然に防ぐた
め、施工完了前に配管周辺の異物の有無を検査する方法が求められており、これまでにマイクロ波を利用
した非破壊検査法の開発に取り組んできました。本技術は、様々な径や材質 (誘電体) で構成される配管
の検査に適用することが可能です。
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